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千年先まで遺したい、たからがある
 文化財防火デー

特
集

　

毎
年
1
月
26
日
は
、「
文
化
財

防
火
デ
ー
」
で
す
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
1
月
26
日
に
、

現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺

（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
の
金
堂
が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼

損
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
は
国
民
に
強
い
衝
撃
を
与
え
、
火
災
な

ど
災
害
に
よ
る
文
化
財
保
護
の
危
機
を
深
く
憂
慮
す

る
世
論
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
翌
昭
和
25
年
に
文

化
財
保
護
の
統
括
的
法
律
と
し
て
文
化
財
保
護
法
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
文
化
財
保
護
意
識
の
一
層
の
強
化
徹
底

を
図
る
た
め
に
、
法
隆
寺
金
堂
の
焼
損
し
た
日
で
あ

る
こ
と
、
1
月
と
2
月
が
1
年
の
う
ち
で
最
も
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
30

年
に
、
1
月
26
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
こ
の
日
に
は
、
全
国
的
に
文

化
財
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
も
文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
市
内
の

文
化
財
所
在
地
な
ど
で
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

文化財消防訓練

　本市では、文化財の所在地と
なっている神社や寺院などを対
象に、文化財防火デーに合わせ
た訓練や査察を行っています。
※一般の方は参加できません。

防火査察

　万蔵院で、地区住民や消防団
員などが参加し、文化財の運び
出しなどを想定した消火訓練を
行います。
●実施予定日　1 月 25 日（土）

　市内の文化財の所在地な
どで、消防署員が査察を行
い、建物の状況に合わせて、
火事を防ぐための改善点な
どを確認します。

令和 6年度

市の文化財防火デー

写真上下：社殿が国指定重要文化財（建造物）
となっている涼ヶ岡八幡神社で文化財防火デー
の一環として実施された文化財消防訓練の様子

万蔵院（山上地区）
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文化財は歴史の積み重ねから生まれ、
  地域の人のアイデンティティーを支えるもの

プロフィール
　市文化財保護審議
会会長を務めるなど、
本市の文化財に長く
携わる。みちのく民
俗文化研究所代表。
福島県民俗学会会長。

市文化財保護
審議会会長

岩崎真幸さん

温
暖
な
気
候
と
城
下
町
の
文
化
が
育
ん
だ
文
化
財

　

相
馬
中
村
藩
の
城
下
だ
っ
た
相
馬
市
に
は
、
歴

史
的
文
化
的
な
遺
産
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

城
だ
け
で
は
な
く
、
町
や
農
山
漁
村
の
人
が
育
ん

だ
文
化
財
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
い
ず
れ
も
、
長
く

藩
の
中
心
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
の
厚
み
が
、
文

化
的
な
特
徴
を
生
ん
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
方
は
海
も
山
も
あ
り
気
候
も
温

暖
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
的
な
交
流
も
盛
ん

だ
っ
た
よ
う
で
古
い
時
代
の
遺
跡
も
多
い
で
す
ね
。

私
た
ち
の
歴
史
に
は
自
慢
す
る
価
値
が
あ
る

　

文
化
財
は
、
歴
史
の
積
み
重
ね
か
ら
生
ま
れ

て
、
地
域
の
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
支
え

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
特
別
な
も
の
は
な
い
場

所
に
思
え
て
も
、
ど
ん
な
所
に
も
歴
史
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
価
値
が
あ
る
。
私
た
ち
の
歴
史
や
文
化

が
生
み
出
し
た
文
化
財
は
、
地
域
の
住
民
が
自
慢

で
き
る
も
の
だ
し
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
磨
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
道
端
の
石
の
よ
う
な
も
の

の
中
か
ら
価
値
あ
る
も
の
を
掘
り
出
し
て
、
光
を

当
て
、
大
事
な
も
の
だ
と
知
っ
て
も
ら
う
努
力
を

重
ね
た
い
で
す
ね
。
文
化
財
は
空
気
と
同
じ
で
、

身
近
す
ぎ
て
そ
の
価
値
に
気
づ
き
に
く
い
。
で
も

歴
史
や
先
人
が
残
し
て
く
れ
た「
本
物
」な
ん
で
す
。

　

文
化
財
と
い
う
と
、
国
や
地
方
自
治
体
が
指
定

し
た
も
の
だ
け
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
指
定
さ

れ
て
い
な
い
文
化
財
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
。

指
定
、
未
指
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
や
文
化
の

遺
産
と
し
て
の
価
値
は
何
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
は
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
し
、

文
化
財
保
護
法
で
も
、
文
化
財
を
広
く
捉
え
て
保

存
活
用
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

継
承
し
、
生
み
出
し
て
い
く

そもそも文化財とは
　文化財は、「長い歴史の中で生まれ、
育まれ、今日の世代に守り伝えられてき
た貴重な財産」です。例えば、神社や寺、
仏像、絵画、祭り、遺跡、貴重な動物や
植物などが含まれ、いろいろな種類があ
ります。以下などの項目ごとに、国など
が指定や登録をする文化財のほかに、指
定されていないものも文化財であり、守
るべき貴重な財産です。

　建築年度の古い木造建造物で火災
が発生すると、大規模火災につなが
る危険性があります。
　日ごろから地域住民や地区防災組
織で訓練などを行い、自らも次の防
火対策を確認ください。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

　
　
　
　生
涯
学
習
課
（
☎
37
２
２
７
８
）

有形文化財

民俗文化財

記念物

文化的景観
伝統的建造物群

埋蔵文化財

建造物や美術工芸品、古文書、考古
資料　など
重要文化財

登録有形文化財

重要無形文化財

登録無形文化財

重要有形民俗文化財

演劇、音楽、工芸技術　など

重要無形民俗文化財

信仰、年中行事などに関する風俗習
慣、民俗芸能やそれに用いられる衣
服、器具　など

※  文化財保護法に基づく体系か
ら一部抜粋しているため、地方
自治体などの指定区分、名称な
どとは異なる場合があります。

史跡

名勝

天然記念物

古墳などの遺跡や名勝地、貴重な動
植物　など

▽相馬中村神社本殿・弊殿・拝殿
▽八幡神社（涼ヶ岡八幡神社）

旧福島県立相馬中学校講堂
無形文化財

相馬野馬追

霊山

カモシカ

市内の指定文化財件数

文化財の種類など 国 県 市
重要文化財（建造物） 2 0 5
登録有形文化財（建造物） 1 0 0
重要文化財（美術工芸品） 0 7 50
史跡・名勝・天然記念物 1 1 16
重要有形・無形民俗文化財 1 4 4

特別天然記念物

　市内には、92 件の国、県、市の指定
または登録の文化財があります。 ▽コンロなど火を使用する場所の

周りに燃えやすい物を置かない。
▽古いコンセントのほこりを掃除
する。
▽消火器や火災報知器など消防設
備が作動するか点検する。●問い合わせ先　地域防災対策室

（☎ 37-2121）

大切な文化財を守るために 防火メモ

　

今
後
は
、
文
化
財
を
市
民
み
ん
な
の
財
産
と
し

て
次
の
世
代
に
継
承
し
つ
つ
、
二
次
的
な
活
用
を

し
て
い
く
こ
と
も
、
私
た
ち
の
世
代
の
役
割
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
応
援
団
に

な
っ
て
も
ら
っ
て
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、

新
し
い
価
値
や
楽
し
み
を
生
み
出
し
て
、
暮
ら
し

に
生
か
し
て
い
く
こ
と
も
、
文
化
財
の
可
能
性
を

広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

国宝
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文化財


